
電業特報編集部・プチ特集 2020.07

変わらないままに変える／変えないままに変わる
小江戸・川越が構築してきた強固で柔軟な在り方
～江戸・明治・大正・昭和・令和が調和～
                                                                 　　　　　　　　　　　 （取材・構成／本紙編集部）

たちのほとんどが、台湾からの訪日客（在日客？）な
のだった。
　小江戸・川越がなぜ台湾の人たちに大人気なのかは
よくわからない。だが、たとえば台北などには戦時中
に駐留していた日本軍や政府関係者が建設した「昭和
モダン」の建物が現在もたくさん残されていると聞く。
台湾の人々にとっては戦時中の負の遺産でもあるわけ
だが、同時にそれらの建物は現在も公共施設などに使
われ、現地の人々に親しまれていると聞く。

☆年間 700 万人以上の旅行者が川越を訪問
　小江戸・川越は首都圏でも抜群の人気を誇る観光地
だ。川越を昨年（2019 年）訪れた観光客はなんと 775
万人。そのうちの 31 万人強が外国人観光客だったそ
うだ。なかでも台湾からの旅行者が突出して多く、そ
の傾向は過去５年間以上続く現象になっている。
　取材は天候不順だった7月中旬を中心に実施したが、
その際に非常に目立ったのは、浴衣を着て蔵造りの街
を歩くカップルや家族連れの姿だった。そしてその人

を通じて、城下町・川越としての現在の基礎が完全に
固まったのだ。
　大火の際には喜多院を始めとする有名な神社仏閣の
多くが焼失したが、その再建もきっちり実施された。
将軍家の信綱への寵愛（よく知られているように、喜
多院は家光の乳母・春日局と深い関係にある）もあっ

　川越の蔵造りの町並みは江戸・
明治・大正・昭和の意匠が混交
しており、ひょっとすると、そ
うした雰囲気に、台湾に遺され
た昭和モダンの建物との共通性
と親しみを感じる部分があるの
かもしれない。
　それはともかく－－。今月の
本紙プチ特集では「変わらない
ままに変える／変えないままに
変わる」という禅問答のような
タイトル（笑）を掲げている。
江戸時代から明治・大正・昭和
をへて、令和の現在に至るまで、
街の中心部に 7.8 ヘクタールもの
エリアの「重要伝統的建造物群
保存地区」を抱えながら、常に
そのときどきの時代の息吹を取
り入れつつ、繁栄を続けてきた
川越の街並みの秘密の一端を
探ってみようとする試みである。
　実際問題、川越はいつ行って
も変わらない街のようにみえる
が、実は江戸時代からさまざま
な有為転変を繰り返し、現在の
カタチに至ったという経緯があ
る。
　　　　　　    ＊
　川越の繁栄は江戸時代から始
まった。城下町としての街の基
礎は室町時代に当地を領有した
武将・太田道灌が形成したとさ
れるが、今のカタチの町割りを固めたのは、初期の藩
主・松平伊豆守信綱だ。松平伊豆守信綱はいわゆる「知
恵伊豆」と評された切れ者で、３代将軍家光と 4 代将
軍家綱のもとで老中を務めている。
　この松平信綱が藩主を務めていた 1638（寛永 15）
年に、川越は大火に見舞われる。その大火からの復興

カケもまた、大火だった。川越は明治時代にも何度か
大火に見舞われている。なかでも市街地の三分の一を
焼失するほどの被害に見舞われたのが 1875（明治 8）
年に発生した「川越大火」だった。
　そして、この「川越大火」による財産の焼失を二度
と繰り返すまいということで造られるようになったの
が、当時の建築技術では耐火性に最も優れているとさ
れた「蔵造りの街」だったのだ。
　この蔵造りの街並みの形成は、大正時代から昭和初
期にも引き継がれていく。幸いにも第二次大戦中は空
襲に遭うことなく、やりすごすことができた。
　その結果として、蔵造りの建物を軸に、江戸・明治・
大正・昭和の雰囲気が混交しつつ、各時代のモダン建
築の特徴が濃厚に併存する現在の川越の中心市街地が
形成されることになった。
　我々は日常的につい「小江戸・川越」と簡単に呼ん
でしまう。しかし、川越の街並みの実相（特質）は江

て、以前にも増しての強固な町割りができたというこ
となのだろう。小江戸・川越のそれが原点ともいえる
のかもしれない。

☆江戸・明治の大火が蔵の街を造った
　そもそも江戸時代に川越がにぎわった背景には、江
戸と直結する物流の要としての新河岸川の存在があ
る。将軍がしばしば鷹狩りに訪れた事例でもわかるよ
うに、川越は野鳥の多い低湿地帯だった。
　荒川・入間川・新河岸川に加え、関東では当時最大
級だった自然の沼・伊佐沼など、豊富な水源があって
農業生産地として繁栄した。
　付随して豊富な農産物の集積地として、また江戸と
直結する物流基地として繁栄し、それらを扱う商人が
大きな力をもつようになった。
　かくして川越は関東でも屈指の商業地となるわけだ
が、後の「蔵の街・川越」が誕生することになるキッ

などもできなくなる。
　重伝建に選定されたエリアは令和 2 年 7 月現在、全
国に 120 か所あるが、川越市の場合、重伝建に選定さ
れたエリアはそのまま中心市街地と重なるのだ。
　川越市は国から中核市（人口30万人以上の拠点都市）
にも指定されており、埼玉県南西部の都市計画では常

戸だけにあるのではない。近世・近代・現代が混交し
ているところにあるといえる。

☆中心軸を変えずに街の「質」を変える !!
　前述したように、川越の中心市街地は国から「重要
伝統的建造物群保存地区（以下、重伝建）」に選定さ
れている。選定を受けたのは 1999（平成 11）年のこ
とで、選定を目指す官民協働の運動は、重伝建の制度
が始まった昭和 50 年代初頭から始まったとの記録が
残っている。
　実はこの運動を始めたことにより、川越市は後に大
きな都市的課題を抱えることになる。川越市の行政も
市民ももちろん、そのことは承知の上での重伝建選定
への運動だったわけだが、重伝建に選定されると街並
みの維持保存が責務となるため、付随して道路の拡幅

年に市制施行している。
　2 年後の 2020（令和４）年には
市制 100 周年の記念の節目を迎え
るわけだが、川越市が埼玉県内で
真っ先に市制施行したのは、当時
の川越が埼玉県内で最も栄えた商
業地だったからだ。
　その繁盛地・川越の様相は、観
光地としての要素を多分にミック
スしながらだが、現在も続いてい
る。東京の都心部から 30 ㎞圏内
にあり、鉄道交通や幹線道路網に
囲まれた川越は、現在も物流の拠
点として賑わっている。
　にもかかわらず、中心市街地が
2 車線しかないため、市内各所で
ボトルネック現象が起こり、渋滞
が日常的になっていた。

　しかし、今年 3 月、川越を長年むしばんできた渋滞
地獄がかなり解消される出来事があった。1989（平成
1）年に計画決定された川越北環状線が全通したのだ。
川越北環状線は、重伝建エリアの東側と南側の隣接地
を通っている国道 254 号および国道 16 号に対し、254
号とはエリア北側で、16 号とはエリア南側で結ばれる
とともに、エリア全体の西側隣接地を縦断。併せて重
伝建エリア全体を取り囲む環状道路が形成されること
になった。これによって大型車両は中心市街地を避け
ることができるようになった。同時に車で訪れる観光
客などにはパーク＆ライド（中心市街地入口で車を降
り、内部での移動はバスかレンタサイクルなどで対処）
を徹底してもらうよう指導することで、中心部の渋滞
はかなりが軽減されるようになったのだ。
　さらに川越市では市内に 11 ある鉄道駅の周辺を順
番に再開発していくことで、中心部に集中しすぎてい
る賑わいを放射状に外に拡散させるような動線を構築
しようとしている。
　一見変わらないようにみえる小江戸・川越は、この
ように中心軸を変えないまま、積極的にその街として
の質を使い勝手のいい形に変化させようとしている。

に中心軸に位置する存在感をもっている。
　川越市は人口 35 万人を抱える中核市として、川越
市の発展だけでなく、周辺の広域エリア全体の発展を
考えた都市計画を実践しなければならない立場にあ
る。その川越市の最も繁華な地区である中心市街地は、
江戸時代の道路構造をほぼそのまま残した 2 車線で、
重伝建に選定されたことにより、その事実はほぼ未来
永劫にわたって動かせないことになったのだ。
　実は川越市は、埼玉県で初めて市制を施行した都市
でもある。県庁所在地の旧浦和町や、その後の埼玉県
の中心地となった旧大宮町よりも前の 1922（大正 11）
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